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別紙様式第 21 号 

申請日 2023 年 12月 26日 

 

一般社団法人 投 資 信 託 協 会 

会 長 松下 浩一殿 

 

（商号又は名称）マニュライフ・インベストメント・ 

マネジメント株式会社  

（代表者）   代表取締役 山本 真一               

 

 

正会員の財務状況等に関する届出書 
 

当社の財務状況等に係る会計監査が終了いたしましたので、貴協会の定款の施行に関する

規則第 10 条第１項第 17 号イの規定に基づき、下記のとおり報告いたします。 

 

１．委託会社等の概況 

（１）資本金の額（2023年 10月末現在） 

資本金の額   1億 4,050万円 

           発行可能株式の総数   8,400株 

           発行済株式総数     1,127株 

最近 5年間の資本金の額の増減：  該当事項はありません。 

 

（２）委託会社の機構 

  ① 会社の意思決定機構 

業務執行上重要な事項は、取締役会の決議をもって決定します。取締役は、株主総会にお

いて選任され、その任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時株主総会終結のときまでです。取締役会は代表取締役を選定し、代表取締役は会社

を代表し、取締役会の決議にしたがい業務を執行します。取締役の変更があった場合には、

監督官庁に届出ます。 

取締役会は、少なくとも 3 ヵ月に 1 回は開催します。ただし、必要に応じて随時開催する

ことができます。監査役は 1名以上とし、取締役会に出席することを要します。 

 

  ② 投資運用の意思決定機構 

1．商品政策会議による運用方針の決定 

委託会社の設定する投資信託に関する運用方針は、商品企画部が策定し、商品政策会議

において審議、承認・決定されます。商品政策会議は、代表取締役、商品企画部長、担

当する運用部長、担当する営業部長、オペレーション部長、法務・コンプライアンス部

長および関連部署の代表者により構成されています。 

2. 運用部門における運用方針の策定と運用の実行 

・商品政策会議で審議・決定された運用の基本方針に基づき、運用を実行します。 

・ポートフォリオの状況について、運用リスク等の評価・分析を行い、ポートフォリ

オの状況を常に把握します。 
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3. リスク管理部門における管理 

委託会社では、以下の検証機能を有しています。 

・投資信託パフォーマンス・レビュー 

投資信託財産の運用状況（パフォーマンス）およびその運用リスク等の評価・分析

を行います。また外部運用委託先等のモニタリング結果についても同様の報告・審

議を行い、適切に管理を行っています。 

モニタリングの結果、運用面での改善が必要と判断される場合は、商品政策会議に

諮り、対処方法を検討します。 

・リスク管理委員会 

法令、諸規則の遵守状況、投資信託約款および運用ガイドラインに基づく運用制限

の遵守状況、組入資産の流動性リスクのモニタリング等の結果を報告します。 

違反または留意すべき事項を発見した場合は、関連部署に対して解消・改善の指示

などを行い、適切な管理を行っています。 
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２．事業の内容及び営業の概況 

 

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資

信託の設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資

運用業）を行っております。また「金融商品取引法」に定める第二種金融商品取引業にかかる業

務の一部および投資助言・代理業の一部を行うことができます。 

 

2023 年 10 月 31 日現在における委託会社の運用する証券投資信託は次のとおりです（ただし、親

投資信託を除きます。）。 

種  類 本数（本） 純資産総額（百万円） 

単位型株式投資信託 17 29,906 

追加型株式投資信託 43 637,604 

株式投資信託 合計 60 667,510 

単位型公社債投資信託 5 20,571 

追加型公社債投資信託 - - 

公社債投資信託 合計 5 20,571 

総合計 65 688,082 
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３ 委託会社等の経理状況 

 

１．当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第

59号）ならびに、同規則第2条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19

年内閣府令第52号）により作成しております。 

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大

蔵省令第38号）ならびに、同規則第38条第1項及び第57条第1項の規定に基づき、「金融商品取引業

等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）により作成しております。 

 

２．財務諸表及び中間財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。 

 

３．当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第19期事業年度（令和 4年 4月 1日か

ら令和 5年 3月31日まで）の財務諸表及び第20期事業年度に係る中間会計期間（令和 5年 4月 1日

から令和 5年 9月30日まで）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人により監査を受

けております。 
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（１）【貸借対照表】 

期別  
前事業年度 当事業年度 

（令和 4年 3月31日現在） （令和 5年 3月31日現在） 

科目 
注記 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比 
番号 （千円） （千円） （％） （千円） （千円） （％） 

（資産の部）        
Ⅰ 流動資産        
１．現金・預金   3,289,315   2,355,159  
２．前払費用   22,928   22,440  
３．未収運用受託報酬 ※２  705,950   509,511  
４．未収投資助言報酬   40,497   61,667  
５．未収委託者報酬   884,137   841,190  
６．その他未収収益   175,839   42,948  
７．その他流動資産   792   794  
流動資産計   5,119,461 92.9  3,833,712 90.3 

        
Ⅱ 固定資産        
１．有形固定資産   41,246   37,664  
(1) 建物 ※１ 27,224   25,456   
(2) 器具備品 ※１ 14,022   12,208   

２．無形固定資産   8,059   6,861  
(1) ソフトウェア  8,059   6,861   

３．投資その他の資産   339,705   367,364  
(1) 繰延税金資産  221,737   256,622   
(2) 敷金  117,775   110,552   
(3) 投資有価証券  192   189   
固定資産計   389,012 7.1  411,891 9.7 

        
資産合計   5,508,473 100.0  4,245,603 100.0 

（負債の部）        
Ⅰ 流動負債        
１．未払金   492,711   440,310  
(1) 未払消費税等  78,962   45,046   
(2) 未払代行手数料  413,573   392,882   
(3) その他未払金  175   2,381   

２．未払費用 ※２  448,880   528,691  
３．未払法人税等   209,689   257,927  
４．役員賞与引当金   36,882   61,977  
５．賞与引当金   166,913   204,225  
６．預り金   39,673   40,067  
７．前受収益   9,886   9,661  
流動負債計   1,404,637 25.5  1,542,862 36.3 

        
Ⅱ 固定負債        
１．役員賞与引当金   14,900   37,295  
２．賞与引当金   59,876   62,292  
３．長期前受収益   71,963   53,103  
固定負債計   146,740 2.7  152,691 3.6 
        
負債合計   1,551,378 28.2  1,695,553 39.9 

（純資産の部）        
Ⅰ 株主資本        
１．資本金   140,500 2.6  140,500 3.3 
２．資本剰余金   85,500   85,500  
(1) 資本準備金  85,500  1.6 85,500  2.0 

３．利益剰余金   3,731,100   2,324,056  
(1) その他利益剰余金  3,731,100   2,324,056   
(i) 繰越利益剰余金  3,731,100  67.7 2,324,056  54.7 
株主資本計   3,957,100   2,550,056  



－ 6 － 

        
Ⅱ 評価・換算差額等        
１．その他有価証券評価
差額金 

  △4   △6  

評価・換算差額等計   △4   △6  
        
純資産合計   3,957,095 71.8  2,550,050 60.1 
負債・純資産合計   5,508,473 100.0  4,245,603 100.0 
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（２）【損益計算書】 

期別  
前事業年度 当事業年度 

（自 令和 3年 4月 1日 （自 令和 4年 4月 1日 
至 令和 4年 3月31日） 至 令和 5年 3月31日） 

科目 
注記 内訳 金額 百分比 内訳 金額 百分比 
番号 （千円） （千円） （％） （千円） （千円） （％） 

Ⅰ 営業収益        
１．運用受託報酬 ※１  2,135,993   1,706,392  
２．投資助言報酬   404,480   346,463  
３．委託者報酬   2,872,181   3,567,648  
４．その他営業収益   296,538   284,362  
営業収益計   5,709,193 100.0  5,904,867 100.0 

Ⅱ 営業費用        
１．広告宣伝費   56,874   37,970  
２．調査費   270,603   291,755  
３．委託費   1,032,157   1,116,040  
４．支払手数料   1,100,800   1,454,564  
５．営業雑経費   26,167   24,142  
営業費用計   2,486,604 43.6  2,924,474 49.5 

Ⅲ 一般管理費        
１．給料 ※１  1,944,372   1,711,271  
(1) 役員報酬  199,422   163,217   
(2) 給料・手当  924,803   934,331   
(3) 賞与  548,619   345,317   
(4) 賞与引当金繰入額  122,324   123,607   
(5) 役員賞与引当金繰入額  50,085   33,092   
(6) その他報酬給料  0   9,677   
(7) 福利厚生費  99,116   102,027   

２．交際費   1,602   7,393  
３．旅費交通費   1,417   13,185  
４．租税公課   39,843   35,554  
５．不動産賃借料   121,608   112,956  
６．退職給付費用   50,704   46,185  
７．固定資産減価償却費   6,560   6,940  
８．業務委託費   18,620   48,701  
９．諸経費   80,201   77,373  
一般管理費計   2,264,930 39.7  2,059,563 34.9 
営業利益   957,659 16.8  920,830 15.6 

Ⅳ 営業外収益        
１．受取利息及び配当金   14   13  
２．雑収入   1   144  
３．為替差益   －   12,656  
営業外収益計   15 0.0  12,814 0.2 

Ⅴ 営業外費用        
１．雑損失   32,241   －  
２．為替差損   12,299   －  
営業外費用計   44,540 0.8  0 0.0 
経常利益   913,133 16.0  933,644 15.8 

Ⅵ 特別損失        
１．特別退職金   25,011   －  
２．固定資産除却損   －   －  
特別損失計   25,011 0.4  － － 
税引前当期純利益   888,122 15.6  933,644 15.8 
法人税、住民税及び 
事業税 

  265,879 4.7  373,790 6.3 

法人税等調整額   64,499 1.1  △34,883 △0.6 
当期純利益   557,742 9.8  594,738 10.1 
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（３）【株主資本等変動計算書】 

前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

（単位：千円） 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

その他 

有価証券

評価 

差額金 

評価・ 

換算 

差額等 

合計 

資本 

準備金 

その他 

資本剰余金 

資本剰余金 

合計 

その他利益 

剰余金 利益剰余金 

合計 繰越利益 

剰余金 

当期首残高 140,500 85,500 － 85,500 3,173,357 3,173,357 － 3,399,357 － － 3,399,357 

当期変動額            

 当期純利益     557,742 557,742  557,742   557,742 

 

株主資本以外の

項目の当期変動

額（純額） 

        △4 △4 △4 

当期変動額合計 － － － － 557,742 557,742 － 557,742 △4 △4 557,738 

当期末残高 140,500 85,500 － 85,500 3,731,100 3,731,100 － 3,957,100 △4 △4 3,957,095 

 

当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

（単位：千円） 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

その他 

有価証券

評価 

差額金 

評価・ 

換算 

差額等 

合計 

資本 

準備金 

その他 

資本剰余金 

資本剰余金 

合計 

その他利益 

剰余金 利益剰余金 

合計 繰越利益 

剰余金 

当期首残高 140,500 85,500 － 85,500 3,731,100 3,731,100 － 3,957,100 △4 △4 3,957,095 

当期変動額            

 当期純利益     594,738 594,738  594,738   594,738 

 自己株式の取得       
△

2,001,781 

△

2,001,781 
  △2,001,781 

 自己株式の消却   
△

2,001,781 

△

2,001,781 
  2,001,781 －   － 

 

利益剰余金から

資本剰余金への

振替 

  2,001,781 2,001,781 
△

2,001,781 

△

2,001,781 
 －   － 

 

株主資本以外の

項目の当期変動

額（純額） 

       － △1 △1 △1 

当期変動額合計 － － － － 
△

1,407,043 

△

1,407,043 
－ 

△

1,407,043 
△1 △1 △1,407,045 

当期末残高 140,500 85,500 － 85,500 2,324,056 2,324,056 － 2,550,056 △6 △6 2,550,050 
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重要な会計方針 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

（1）その他有価証券 

  市場価格のない株式等以外のもの 

  期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理しております。） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産 

  定率法によっております。ただし、建物については、定額法を採用しております。 

  なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

   建物   12～50年 

   器具備品 4～15年 

  また、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づき、３年間で均

等償却を行っております。 

 

（2）無形固定資産 

  自社利用のソフトウェアについては、社内における見込み利用可能期間（５年）による定額法を採

用しております。 

 

３．引当金の計上基準 

（1）賞与引当金 

  従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しておりま

す。 

（2）役員賞与引当金 

  役員賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。 

 

４．収益及び費用の計上基準 

  当社は、資産運用サービスから運用受託報酬、投資助言報酬、委託者報酬を稼得しております。こ

れらには成功報酬が含まれる場合があります。 

 

（1）運用受託報酬 

  運用受託報酬は、投資顧問契約に基づき、契約期間の総資産額等に対する一定割合として認識され、

確定した報酬を顧問口座によって主に年２回、もしくは年１回受取ります。当該報酬は期間の経過

とともに履行義務が充足されるという前提に基づき、顧問口座の運用期間にわたり収益として認識

しております。 
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（2）投資助言報酬 

  投資助言報酬は、投資助言契約に基づき、契約期間の総資産額等に対する一定割合として認識され、

確定した報酬を主に年４回、もしくは年２回受取ります。当該報酬は期間の経過とともに履行義務

が充足されるという前提に基づき、運用期間にわたり収益として認識しております。 

 

（3）委託者報酬 

  委託者報酬は、投資信託の信託約款に基づき日々の純資産総額に対する一定割合として認識され、

確定した報酬を投資信託によって主に年４回、もしくは年２回受取ります。当該報酬は期間の経過

とともに履行義務が充足されるという前提に基づき、投資信託の運用期間にわたり収益として認識

しております。 

 

（4）成功報酬 

  成功報酬は、対象となる顧問口座の特定のベンチマークまたはその他のパフォーマンス目標を上回

る超過運用益に対する一定割合として認識されます。当該報酬は成功報酬を受領する権利が確定し

た時点で収益として認識しております。 

 

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

  外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。 

 

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

（1）消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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会計方針の変更 

１．時価の算定に関する会計基準の適用 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下

「時価算定会計基準適用指針」という。）を当会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針

第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将

来にわたって適用することといたしました。 

なお、財務諸表に与える影響はありません。 
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注記事項 

（貸借対照表関係） 

前事業年度 当事業年度 

（令和 4年 3月31日現在） （令和 5年 3月31日現在） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

58,903千円 

 

※２ 関係会社に対する資産及び負債は次の

とおりであります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

67,143千円 

 

※２ 関係会社に対する資産及び負債は次の

とおりであります。 

 (千円）   (千円）  

未収運用受託報酬 92,095  未収運用受託報酬 71,086  

未払費用 56,763  未払費用 48,486  

 

（損益計算書関係） 

前事業年度 当事業年度 

（自 令和 3年 4月 1日 （自 令和 4年 4月 1日 

至 令和 4年 3月31日） 至 令和 5年 3月31日） 

※１ 関係会社との取引に係るものが次のと

おり含まれております。  （千円） 

※１ 関係会社との取引に係るものが次のと

おり含まれております。  （千円） 

運用受託報酬 1,078,065 運用受託報酬 865,930 

給料 1,944,372 給料 1,711,271 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

 前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株式の種類 当事業年度 

期首株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 

普通株式 2,027株 － － 2,027株 

 

 当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 

  (1) 発行済株式に関する事項 

株式の種類 当事業年度 

期首株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 

普通株式 2,027株 － 900株 1,127株 

（注）変動事由の概要 

普通株式の減少の内訳 

自己株式の消却                  900株 
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  (2) 自己株式に関する事項 

株式の種類 当事業年度 

期首株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 

普通株式 － 900株 900株 － 

（注）変動事由の概要 

自己株式の増加の内訳 

自己株式の取得                  900株 

 

自己株式の減少の内訳 

自己株式の消却                  900株 
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（金融商品関係） 

１．金融商品の状況に関する事項 

 (1) 金融商品に対する取組方針 

   当社は第二種金融商品取引業及び投資運用業、投資助言業並びに投資運用と投資助言のための媒

介・代理業を行なっております。これらの業務を行なうために資本金及び営業収益は現金及び預金

並びに一部の有価証券として運用しております。なお、現金及び預金の残高は潤沢にあるため、外

部からの資金調達は株式の発行、借入ともに予定しておりません。またデリバティブ取引も行なっ

ておりません。 

 

 (2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

   金融商品の主たる残高は現金及び預金並びに投資有価証券です。その他の項目は未収及び未払の

残高です。営業債権である未収運用受託報酬は、顧客先別に信用リスクを勘案しており、財務状況

等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

   また、営業債権である未収委託者報酬の基礎となる投資信託財産は、信託法により信託銀行の固

有資産と分別管理されており、当該報酬は、計理上毎日の未払費用として投資信託財産の負債項目

に計上されております。このため、信用リスクはありません。 

   投資有価証券はファンドへのシードマネーです。今後の基準価額の下落によっては、売却損・評

価損や計上による利益減少や、評価差額金の減少により純資産が減少するなど、価格変動リスクに

晒されておりますが、リスク管理規程に基づき、毎月時価を把握しリスクをモニタリングしており

ます。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

  貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 

 前事業年度（令和 4年 3月31日現在） 

  （単位：千円） 

 貸借対照表 

計上額 

時価 差額 

投資有価証券 

 その他有価証券 
192 192 － 

 

 当事業年度（令和 5年 3月31日現在） 

  （単位：千円） 

 貸借対照表 

計上額 

時価 差額 

投資有価証券 

 その他有価証券 
189 189 － 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

  (1) 現金・預金、(2) 未収運用受託報酬、(3) 未収委託者報酬、(4) 未払金 

    これらは短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省

略しております。 
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（注２）金銭債権の決算日後の償還予定額 

 

 前事業年度（令和 4年 3月31日現在） 

  （単位：千円） 

 １年以内 １年超 

(1) 現金・預金 3,289,315 － 

(2) 未収運用受託報酬 705,950 － 

(3) 未収投資助言報酬 40,497 － 

(4) 未収委託者報酬 884,137 － 

(5) その他未収収益 175,839 － 

合計 5,095,741 － 

 

 当事業年度（令和 5年 3月31日現在） 

  （単位：千円） 

 １年以内 １年超 

(1) 現金・預金 2,355,159 － 

(2) 未収運用受託報酬 509,511 － 

(3) 未収投資助言報酬 61,667 － 

(4) 未収委託者報酬 841,190 － 

(5) その他未収収益 42,948 － 

合計 3,810,477 － 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

  金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つの

レベルに分類しております。 

レベル１の時価 

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場におい

て形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相

場価格により算定した時価 

レベル２の時価 
観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のイン

プット以外の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価 観察できない時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

  時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが

それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類してお

ります。 

 

 (1) 時価で貸借対照表に計上している金融商品 

   当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 － 189 － 189 

資産計 － 189 － 189 

  （注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

  投資有価証券 

  金融商品の時価について、投資信託は基準価額によっております。 



－ 16 － 

（有価証券関係） 

１．その他有価証券 

 前事業年度（令和 4年 3月31日現在） 

（単位：千円） 

区分 種類 
貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

貸借対照表計上額が 

取得原価を超えないもの 
投資信託 192 199 △ 6 

合計 192 199 △ 6 

 

 当事業年度（令和 5年 3月31日現在） 

（単位：千円） 

区分 種類 
貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

貸借対照表計上額が 

取得原価を超えないもの 
投資信託 189 199 △ 9 

合計 189 199 △ 9 
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（税効果会計関係） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 

前事業年度  当事業年度 

（令和 4年 3月31日現在）  （令和 5年 3月31日現在） 

繰延税金資産 （千円）  繰延税金資産 （千円） 

未払費用 137,684  未払費用 160,305 

賞与引当金 69,442  賞与引当金 81,608 

未払事業税 13,265  未払事業税 13,520 

その他 1,344  その他 1,187 

繰延税金資産小計 221,737  繰延税金資産小計 256,622 

繰延税金資産合計 221,737  繰延税金資産合計 256,622 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異

の原因となった主要な項目別の内訳 

 

前事業年度  当事業年度 

（令和 4年 3月31日現在）  （令和 5年 3月31日現在） 

法定実効税率 30.62%  法定実効税率 30.62% 

(調整)   (調整)  

交際費等永久に損金に算入

されない項目 
7.10%  

交際費等永久に損金に算入

されない項目 
7.29% 

住民税均等割 0.26%  住民税均等割 0.02% 

その他 △0.78%  その他 △1.63% 

税効果会計適用後の法人税等

の負担率 
37.20% 

 税効果会計適用後の法人税等

の負担率 
36.30% 

 

 

（資産除去債務関係） 

 前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

  資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

 

 当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

  資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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（収益認識関係） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

      

 前事業年度   当事業年度  

 （自 令和 3年 4月 1日   （自 令和 4年 4月 1日  

 至 令和 4年 3月31日）   至 令和 5年 3月31日）  

  （千円）    （千円）  

 運用受託報酬 2,135,993   運用受託報酬 1,706,392  

 投資助言報酬 404,480   投資助言報酬 346,463  

 委託者報酬 2,382,145   委託者報酬 3,317,648  

 成功報酬 490,036   成功報酬 250,000  

 その他営業収益 296,538   その他営業収益 284,362  

  5,709,193    5,904,867  

        

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

   [重要な会計方針]４ 収益及び費用の計上基準に記載のとおりであります。 

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当

事業年度末において存在する顧客との契約から当事業年度の末日後に認識すると見込まれる収益の

金額及び時期に関する情報 

   重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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（セグメント情報等） 

 前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

 １．セグメント情報 

   当社は資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 ２．関連情報 

  (1) 商品及びサービスごとの情報 

    単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超え

るため、記載を省略しております。 

 

  (2) 地域ごとの情報 

  ① 営業収益 

 

    （単位：千円） 

香港 シンガポール 日本 その他 合計 

469,982 125,050 2,137,488 104,490 2,837,012 

 

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

なお、委託者報酬2,872,181千円については、制度上、顧客情報を知りえないため、含まれ

ておりません。 

 

  ② 有形固定資産 

    本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。 

 

  (3) 主要な顧客ごとの情報 

  （単位：千円） 

顧客の名称 営業収益 関連するセグメント 

マニュライフ生命保険 
株式会社 

1,078,065 資産運用業 

 

（注）委託者報酬については、制度上、顧客情報を知りえないため、記載を省略しております。 

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 ４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

   該当事項はありません。 
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 ５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

 １．セグメント情報 

   当社は資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 ２．関連情報 

  (1) 商品及びサービスごとの情報 

    単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超え

るため、記載を省略しております。 

 

  (2) 地域ごとの情報 

  ① 営業収益 

    （単位：千円） 

香港 シンガポール 日本 その他 合計 

434,763 72,159 1,707,882 122,413 2,337,219 

 

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

なお、委託者報酬3,567,648千円については、制度上、顧客情報を知りえないため、含まれ

ておりません。 

 

  ② 有形固定資産 

    本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。 
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  (3) 主要な顧客ごとの情報 

  （単位：千円） 

顧客の名称 営業収益 関連するセグメント 

マニュライフ生命保険 
株式会社 

865,930 資産運用業 

 

（注）委託者報酬については、制度上、顧客情報を知りえないため、記載を省略しております。 

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 ４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 ５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

（関連当事者情報） 

 １．関連当事者との取引 

  (ア) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主等 

    前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

種類 会社等の 

名称又は 

氏名 

所在地 資本金又は 

出資金 

（百万円） 

事業の内容 
又は職業 

議決権等の 

所有 

（被所有） 

割合（％） 

関連当事者 

との関係 
取引 

の内容 
取引金額 

（千円） 
科目 期末残高 

（千円） 

親会社 マニュライフ 

生命保険 

株式会社 

東京都 

新宿区 
56,400 生命保険業 (被所有) 

直接 100.0 
投資一任 

契約 

事務委託 

役員の兼務 

運用受託 

報酬の 

受取 

1,078,065 未収運用 

受託報酬 
92,095 

出向者 

負担金等 
2,077,037 未払費用

等 

56,763 
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    当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

種類 会社等の 

名称又は 

氏名 

所在地 資本金又は 

出資金 

（百万円） 

事業の内容 
又は職業 

議決権等の 

所有 

（被所有） 

割合（％） 

関連当事者 

との関係 
取引 

の内容 
取引金額 

（千円） 
科目 期末残高 

（千円） 

親会社 マニュライフ 

生命保険 

株式会社 

東京都 

新宿区 
56,400 生命保険業 (被所有) 

直接 100.0 
投資一任 

契約 

事務委託 

役員の兼務 

運用受託 

報酬の 

受取 

865,930 未収運用 

受託報酬 
71,086 

出向者 

負担金等 

1,698,46

8 

未払費用

等 

48,486 

 

  (イ) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子

会社等 

    前事業年度（自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月31日） 

種類 会社等の 

名称又は 

氏名 

所在地 資本金又は

出資金 

（百万円） 

事業の内容

又は職業 
議決権等の

所有 

（被所有）

割合（％） 

関連当事者

との関係 
取引の内容 取引金額 

（千円） 
科目 期末残高 

（千円） 

同一の

親会社 
を持つ

会社 

Manulife 

Investment 

Management 

(Hong Kong) 

Limited 

Hong 

Kong, 

China 

(百万香港

ドル) 

2,840 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 事務代行 リエゾン 

報酬 

131,454 その

他未

収収

益 

16,696 

委任契約 投資助言 

報酬 

275,585 その

他未

収収

益 

22,387 

再委任 

契約 

再委託費 

の支払 

178,079 未払

費用 

16,463 

Manulife 

Investment 

Management 

U.S. LLC 

Boston, 

U.S.A 

(千米ドル) 

61,038 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 再委任 

契約 

再委託費 

の支払 

431,604 未払

費用 

212,163 

Manulife 

Investment 

Management 

Private 

Markets (US) 

LLC 

Boston, 

U.S.A 

(千米ドル) 

19,954 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 事務代行 手数料報酬 9,600 前受

収益 

67,204 
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    当事業年度（自 令和 4年 4月 1日  至 令和 5年 3月31日） 

種類 会社等の 

名称又は 

氏名 

所在地 資本金又は

出資金 

（百万円） 

事業の内容 

又は職業 

議決権等の

所有 

（被所有）

割合（％） 

関連当事者

との関係 

取引の内容 取引金額 

（千円） 

科目 期末残高 

（千円） 

同一の

親会社 

を持つ

会社 

Manulife 

Investment 

Management 

(Hong Kong) 

Limited 

Hong 

Kong, 

China 

(百万香港

ドル) 

2,409 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 事務代行 リエゾン 

報酬 

98,446 その

他未

収収

益 

7,534 

委任契約 投資助言 

報酬 

269,858 その

他未

収収

益 

46,933 

再委任 
契約 

再委託費 

の支払 

171,694 未払

費用 

17,121 

Manulife 

Investment 

Management 

U.S. LLC 

Boston, 

U.S.A 

(千米ドル) 

61,038 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 再委任 

契約 

再委託費 

の支払 

506,495 未払

費用 

268,637 

Manulife 

Investment 

Management 

Private 

Markets (US) 

LLC 

Boston, 

U.S.A 

(千米ドル) 

19,954 

有価証券等

に係る投資

顧問業務 

なし 事務代行 手数料報酬 7,651 前受

収益 

51,843 

再委任 

契約 

再委託費 

の支払 

139,544 未払

費用 

65,343 

 

  (注) １．上記（ア）～（イ）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高

には消費税等が含まれております。 

      ２．取引条件及び取引条件の決定方針等 

      (1) 出向者負担金については、親会社の給料基準に基づいて金額を決定しております。 

      (2) 運用受託報酬の受取、投資助言報酬の受取、リエゾン報酬の受取、再委託費の支払等

については、一般の取引条件と同様に決定しております。 
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 ２．親会社又は重要な関連会社に関する注記 

  (1) 親会社情報 

    マニュライフ生命保険株式会社 （非上場） 

 

（１株当たり情報） 

前事業年度 当事業年度 

（自 令和 3年 4月 1日 （自 令和 4年 4月 1日 

至 令和 4年 3月31日） 至 令和 5年 3月31日） 

１株当たり純資産額 1,952,193.17円 １株当たり純資産額 2,262,688.67円 

１株当たり当期純利益金額 275,156.72円 １株当たり当期純利益金額 341,129.43円 

      

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。 

 

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

 

前事業年度 当事業年度 

（自 令和 3年 4月 1日 （自 令和 4年 4月 1日 

至 令和 4年 3月31日） 至 令和 5年 3月31日） 

当期純利益金額（千円） 557,742 594,738 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 557,742 594,738 

普通株式の期中平均株式数（株） 2,027 1,743 

 

（重要な後発事象） 

  該当事項なし 
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中間財務諸表 

 

（１）中間貸借対照表 

 

第２０期中間会計期間末 
（令和５年９月30日現在） 

科目 注記番号 内訳（千円） 金額（千円） 
（資産の部） 
Ⅰ 流動資産 
 １．現金・預金 
 ２．前払費用 
 ３．未収運用受託報酬 
 ４．未収投資助言報酬 
 ５．未収委託者報酬 
 ６．その他未収収益 
 ７．仮払消費税等 
 ８．前払消費税等 
 ９．その他流動資産 

 
 
 
 
 
 
 
 

※１ 
※１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2,615,091 
26,256 
370,773 
51,093 
780,002 
184,747 
89,183 
99,651 
6,789 

  流動資産計   4,223,589 
Ⅱ 固定資産 
 １．有形固定資産 
  (1）建物 
  (2）器具備品 
 ２．無形固定資産 
  (1）ソフトウェア 
 ３．投資その他の資産 
  (1）繰延税金資産 
  (2）敷金 
  (3）投資有価証券 

 
 

※2 
※2 
 
 
 
 
 

 

 
 

24,473 
11,221 

 
5,353 

 
267,277 
110,415 

283 

 
35,695 

 
 

5,353 
 

377,975 
 
 
 

  固定資産計   419,025 
  資産合計   4,642,615 
（負債の部） 
Ⅰ 流動負債 
１．未払金 
 (1）仮受消費税等 
 (2）未払代行手数料 
 (3）その他未払金 
２．未払費用 
３．未払法人税等 
４．役員賞与引当金 
５．賞与引当金 
６．預り金 
７．前受収益 

 
 

 
※１ 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

210,530 
357,740 
101,485 

 
 
 
 
 

 
 

669,756 
 
 
 

399,294 
130,278 
155,767 
364,445 
35,412 
10,984 

  流動負債計   1,765,940 
Ⅱ 固定負債 
１．役員賞与引当金 
２．賞与引当金 
３．長期前受収益 

 
 

 
 

 
88,804 
76,982 
64,635 

固定負債計   230,423 
  負債合計   1,996,363 
（純資産の部） 
Ⅰ 株主資本 
 １．資本金 
 ２．資本剰余金 
  (1）資本準備金 
 ３．利益剰余金 
  (1）その他利益剰余金 
   （i）繰越利益剰余金 

  
 
 
 

85,500 
 

2,420,262 
2,420,262 

 
 

140,500 
85,500 

 
2,420,262 

 

  株主資本計   2,646,262 
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Ⅱ 評価・換算差額等    
 １．その他有価証券評価差額金   △ 11 
  評価・換算差額等計   △ 11 
  純資産合計   2,646,251 
  負債・純資産合計   4,642,615 
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（２）中間損益計算書 

 

第２０期中間会計期間 
（自 令和５年４月１日 
至 令和５年９月30日） 

科目 注記番号 内訳（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業収益 
 １．運用受託報酬 
 ２．投資助言報酬 
 ３．委託者報酬 
 ４．その他営業収益 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
724,591 
218,262 

1,517,858 
163,501 

  営業収益計   2,624,215 

Ⅱ 営業費用 
 １．広告宣伝費 
 ２．調査費 
 ３．委託費 
 ４．支払手数料 
 ５．営業雑経費 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
19,480 
161,812 
474,871 
589,451 
12,680 

  営業費用計   1,258,295 

Ⅲ 一般管理費 
 １．給料 

(1）役員報酬 
(2）給料・手当 
(3）賞与 
(4）賞与引当金繰入額 
(5）役員賞与引当金繰入額 
(6）その他報酬給料 
(7）福利厚生費 

 ２．交際費 
 ３．旅費交通費 
 ４．租税公課 
 ５．不動産賃借料 
 ６．退職給付費用 
 ７．固定資産減価償却費 
 ８．業務委託費 
 ９．諸経費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

31,212 
477,941 
20,836 
296,303 
91,018 
3,809 
52,268 

 

 
973,391 

 
 
 
 
 
 
 

2,778 
7,646 
14,405 
54,051 
20,379 
3,476 
29,907 
35,438 

一般管理費計   1,141,475 

    営業利益   224,444 

Ⅳ 営業外収益 
１．受取利息及び配当金 
２．雑収入 

   
6 

29 

  営業外収益計   36 

Ⅴ 営業外費用 
 １．雑損失 
 ２．為替差損 

   
0 

4,272 

  営業外費用計   4,272 

    経常利益   220,208 

Ⅶ 特別損失 
 １．特別退職金 

   
18,168 

  特別損失計   18,168 

   税引前中間純利益   202,040 

   法人税、住民税及び事業税   116,487 

   法人税等調整額   △ 10,652 

   中間純利益   96,206 
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（３）中間株主資本等変動計算書 

 

第２０期中間会計期間（自 令和５年４月１日  至 令和５年９月30日） 

（単位：千円） 
 株主資本 評価・換算差額等 

純資産 
合計 資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算 
差額等合計 資本準備金 資本剰余金

合計 

その他利益

剰余金 
利益剰余金 

合計 
繰越利益 
剰余金 

当期首残高 140,500 85,500 85,500 2,324,056 2,324,056 2,550,056 △ 6 △ 6 2,550,050 

当中間期変動額          

 中間純利益 － － － 96,206 96,206 96,206 － － 96,206 

 株主資本以外の

項目の当中間期

変動額（純額） 
－ － － － － － △ 4 △ 4 △ 4 

当中間期変動額合計 － － － 96,206 96,206 96,206 △ 4 △ 4 96,201 

当中間期末残高 140,500 85,500 85,500 2,420,262 2,420,262 2,646,262 △ 11 △ 11 2,646,251 
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重要な会計方針 

 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

  (1）その他有価証券 

 市場価格のない株式等以外のもの 

 中間会計期間期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理しております。） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

  (1）有形固定資産 

 定率法によっております。ただし、建物については、定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物   12～50年 

器具備品 4～15年 

 また、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づき、

３年間で均等償却を行っております。 

  (2）無形固定資産 

 自社利用のソフトウェアについては、社内における見込み利用可能期間（５年）による

定額法を採用しております。 

 

３．引当金の計上基準 

(1）賞与引当金 

 従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当中間会計期間に負担すべき額を計上

しております。 

(2）役員賞与引当金 

 役員賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当中間会計期間に負担すべき額を計上して

おります。 

 

４．収益及び費用の計上基準 

当社は、資産運用サービスから運用受託報酬、投資助言報酬、委託者報酬を稼得しております。

これらには成功報酬が含まれる場合があります。 

  (1）運用受託報酬 

 運用受託報酬は、投資顧問契約に基づき、契約期間の総資産額等に対する一定割合とし

て認識され、確定した報酬を顧問口座によって主に年２回、もしくは年１回受取ります。

当該報酬は期間の経過とともに履行義務が充足されるという前提に基づき、顧問口座の運

用期間にわたり収益として認識しております。 

  (2）投資助言報酬 

 投資助言報酬は、投資助言契約に基づき、契約期間の総資産額等に対する一定割合とし

て認識され、確定した報酬を主に年４回、もしくは年２回受取ります。当該報酬は期間の

経過とともに履行義務が充足されるという前提に基づき、運用期間にわたり収益として認

識しております。 

  (3）委託者報酬 

 委託者報酬は、投資信託の信託約款に基づき日々の純資産総額に対する一定割合として

認識され、確定した報酬を投資信託によって主に年４回、もしくは年２回受取ります。当

該報酬は期間の経過とともに履行義務が充足されるという前提に基づき、投資信託の運用

期間にわたり収益として認識しております。
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  (4）成功報酬 

 成功報酬は、対象となる顧問口座の特定のベンチマークまたはその他のパフォーマンス

目標を上回る超過運用益に対する一定割合として認識されます。当該報酬は成功報酬を受

領する権利が確定した時点で収益として認識しております。 

 

５．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、中間会計期間末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。 

 

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

(1）消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

当中間会計期間末 

（令和５年９月30日現在） 

※１ 消費税等の取り扱い 

 
仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺せず、それぞれ、流動資産

及び流動負債にて表示しております。 

  

※２ 有形固定資産の減価償却累計額 69,112千円 

 

（中間損益計算書関係） 

 該当事項はありません。 

 

（中間株主資本等変動計算書関係） 

 当中間会計期間（自 令和５年４月１日  至 令和５年９月30日） 

 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株式の種類 
当事業年度期首 

株式数 

当中間会計期間 

増加株式数 

当中間会計期間 

減少株式数 

当中間会計期間末 

株式数 

普通株式 1,127株 － － 1,127株 

 

（金融商品関係） 

１．金融商品の時価等に関する事項 

中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

 

当中間会計期間末（令和５年９月30日現在） 

（単位：千円） 

 中間貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

投資有価証券 

 その他有価証券 
283 283 － 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

  (1) 現金・預金、(2) 未収運用受託報酬、(3)未収委託者報酬、(4)未払金 

これらは短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省

略しております。 

 

（注２）金銭債権の当中間会計期間末日後の償還予定額 

  当中間会計期間末（令和５年９月30日現在） 

  （単位：千円） 

 １年以内 １年超 

(1) 現金・預金 2,615,091 － 

(2) 未収運用受託報酬 370,773 － 

(3) 未収委託者報酬 780,002 － 

(4) 未払金 669,756 － 

合計 4,435,624 － 
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２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

 金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つ

のレベルに分類しております。 

レベル１の時価 
観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される

当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価 
観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の算

定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価 観察できない時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

  時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが

それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類してお

ります。 

 

（１）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品 

  当中間会計期間（自 令和５年４月１日  至 令和５年９月30日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 － 283 － 283 

資産計 － 283 － 283 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

投資有価証券 

金融商品の時価について、投資信託は基準価額によっております。 

 

（有価証券関係） 

１．その他有価証券 

  当中間会計期間末（令和５年９月30日現在） 

（単位：千円） 

区分 種類 
中間貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

中間貸借対照表計上額が 

取得原価を超えないもの 
投資信託 283 299 △15 

合 計 283 299 △15 

 

（資産除去債務関係） 

当中間会計期間（自 令和５年４月１日  至 令和５年９月30日） 

 資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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（収益認識関係） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

（単位：千円） 

当中間会計期間 

（自 令和５年４月１日 

至 令和５年９月30日） 

    

 運用受託報酬 724,591  

 投資助言報酬 218,262  

 委託者報酬 1,517,858  

 成功報酬 －  

 その他営業収益 163,501  

  2,624,215  

    

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

 [重要な会計方針]４ 収益及び費用の計上基準に記載のとおりであります。 

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当

中間会計期間末において存在する顧客との契約から当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれ

る収益の金額及び時期に関する情報 

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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（セグメント情報等） 

 当中間会計期間（自 令和５年４月１日  至 令和５年９月30日） 

 １．セグメント情報 

   当社は資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 ２．関連情報 

   (1）商品及びサービスごとの情報 

    単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を

超えるため、記載を省略しております。 

 

   (2）地域ごとの情報 

   ① 営業収益 

                                       （単位：千円） 

香港 シンガポール 日本 その他 合計 

286,735 33,742 2,243,170 60,565 2,624,215 

    （注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

 

   ② 有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超

えるため、記載を省略しております。 

 

   (3）主要な顧客ごとの情報 

                                       （単位：千円） 

    顧客の名称 営業収益 関連するセグメント 

円ハイブリッド債券インカム・ファ

ンド（年１回決算型） 
500,148 資産運用業 

マニュライフ生命保険株式会社 386,107 資産運用業 

マニュライフ・インベストメント・ 

マネジメント（HK）リミテッド 
284,861 資産運用業 

 

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 ４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

 ５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

   該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

当中間会計期間 

（自 令和５年４月１日 

至 令和５年９月30日） 

 １株当たり純資産額 2,348,049.52 円 

 １株当たり中間純利益金額 85,364.97 円 

    

なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
 

 

   （注）１株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

 当中間会計期間 

（自 令和５年４月１日 

至 令和５年９月30日） 

中間純利益金額（千円） 96,206 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る中間純利益金額（千円） 96,206 

普通株式の期中平均株式数（株） 1,127 

 

（重要な後発事象） 

   該当事項はありません。 
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独立監査人の監査報告書 

令和５年５月３１日 

マニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社 

 取 締 役 会  御 中 

 

EY新日本有限責任監査法人 

東  京  事  務  所 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
 公認会計士   水永 真太郎 

 

 

 
監査意見 
 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委
託会社等の経理状況」に掲げられているマニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社
の令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの第１９期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を
行った。 
 当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、マニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社の令和５年３月３１日現在
の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点において適正に表示
しているものと認める。 
 
監査意見の根拠 
 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 
 
その他の記載内容 
 その他の記載内容は、監査した財務諸表を含む開示書類に含まれる情報のうち、財務諸表及びそ
の監査報告書以外の情報である。 
 当監査法人は、その他の記載内容が存在しないと判断したため、その他の記載内容に対するいか
なる作業も実施していない。 
 
財務諸表に対する経営者及び監査役の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸
表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務
諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。 
 財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 
 監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。 
 
財務諸表監査における監査人の責任 
 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場か
ら財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性
があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれ
る場合に、重要性があると判断される。
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 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連す
る内部統制を検討する。 

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の
見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実
性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい
るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並
びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 監査人は、監査役に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事
項について報告を行う。 
 監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は
軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。 
 
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。 

以  上 

 

(注 1) 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。 

(注 2) XBRLデータは監査の対象には含まれていません。 
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独立監査人の中間監査報告書 

令和５年１１月２８日 

マニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社 

 取 締 役 会  御 中 

 

EY新日本有限責任監査法人 

東  京  事  務  所 

指定有限責任社員 

業 務 執 行 社 員 
 公認会計士   水永 真太郎 

 

 

 
中間監査意見 
 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委
託会社等の経理状況」に掲げられているマニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社
の令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの第２０期事業年度の中間会計期間（令和５年４
月１日から令和５年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益
計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。 
 当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸
表の作成基準に準拠して、マニュライフ・インベストメント・マネジメント株式会社の令和５年９
月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（令和５年４月１日から令和５年
９月３０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。 
 
中間監査意見の根拠 
 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査
を行った。中間監査の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から
独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間
監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 
 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て中間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統
制を整備及び運用することが含まれる。 
 中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の
作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任
がある。 
 監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。 
 
中間財務諸表監査における監査人の責任 
 監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報
の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、
中間監査報告書において独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表
示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸表の利用者
の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
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 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過
程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 
・不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚

偽表示リスクに対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査
人の判断による。さらに、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断により、不
正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心
とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。 

・中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間
財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。 

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して除
外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手
した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。 

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表
の作成基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、
構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示して
いるかどうかを評価する。 

 監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識
別した内部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。 
 監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去する
ための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。 
 
利害関係 
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。 

以  上 

 

(注 1) 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。 

(注 2) XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。 
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公開日   ２０２３年１２月２７日 

作成基準日  ２０２３年１１月２８日 

 

本店所在地   東京都千代田区丸の内一丁目８番１号 

丸の内トラストタワーＮ館１５階 

お問い合わせ先      法務・コンプライアンス部 

 


